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（
一
）

　
春
も
三
月
と
言
え
ば
、
些



し
は
、
ポ
カ
つ
い
て
来
て
も
好
い
の
に
、
此
二
三
日
の
寒
気





は
如
何
だ
。
今
日
も
、

午
後






の
薄
陽
の
射
し
て
る
内
か
ら
、
西
北
の
空
ッ
風
が
、
砂
ッ
埃
を
捲
い
て
来
て
は
、
人
の
袖
口
や
襟
首






か
ら
、

会
釈






も
無
く
潜
り
込
む
。
夕
方
か
ら
は
、
一
層
冷
え
て
来
て
、
人
通
り
も
、
恐
し
く
少
い
。

　
三
四
日
前
の
、
桜
花
で
も
咲
き
出
し
そ
う
な
陽
気
が
、
嘘
の
様
だ
。

　
辰
公






の
商
売
は
、
ア
ナ
屋
だ
。
当
節
流
行





の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
、
孔
を
明
け
た
り
、
角

稜

を
欠
い
た
り

す
る
職
工
の
、
夫
も
下
ッ
端
だ
。
商
売
道
具
の
小
物
を
容
れ
た
、
ズ
ッ
ク
の
嚢





を
肩
に
掛
け
て
、
紐
は
、
左
の

手
頸
に
絡
ん
で
其
手
先
は
綿
交
り
毛
糸
編
の
、
鼠
色
セ
ー
タ
ー
の
衣
嚢





へ
、
深
く
突
込
ん
で
、
出
来
る
丈
、
背

中
を
丸
く
し
て
、
此
寒
風
の
中
を
帰
っ
て
来
た
。

　
去
年
の
十
一
月
に
、
故
国
の
越
後
を
飛
出
す
時
に
買
っ
た
、
此
セ
ー
タ
ー
が
、
今
で
は
何
よ
り
の
防
寒
具
だ
。

生
来
の
倹
約
家









だ
が
、
実
際
、
僅
の
手
間
で
は
、
食
っ
て
行
く
の
が
、
関
の
山
で
、
稀



に
活
動
か
寄
席
へ
出
か

け
る
よ
り
外
、
娯
楽






は
享

れ
無
い
。

　
夕
飯
は
、
食
堂
で
済
し
た
。
銭
湯
に
は
往
っ
て
来
た
。
が
扨



、
中
日
の
十
四
日
の
勘
定
前
だ
か
ら
、
小
遣
銭

が
、
迚



も
逼
迫






で
、
活
動
へ
も
行
か
れ
ぬ
。
斯

様

な
時
に
は
、
辰
公
は
常



も
、
通
り
の
ラ
ジ
オ
屋
の
前
へ
、
演

芸
放
送
の
立
聴
き
と
出
掛
け
る
。
之
が
一
等
支

出

が
立
た
無
く
て
好
い
の
だ
が
、
只
此
風
に
、
耐



え
る
。
煎
餅
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屋
の
招
牌






の
蔭
だ
と
、
大
分
凌



げ
る
。
少
し
早
目
に
出
掛
け
よ
う
。

　
隣
り
の
婆
さ
ん
、
此
寒
さ
に
当
て
ら
れ
て
、
間
断






無
し
に
咳
き
込
む
の
が
、
壁
越
し
に
聞
え
る
。
今
朝
の
話

で
は
、
筋
向
う
の
、
嬰
児






も
、
気
管
支
で
、
今
日
中
は
持
つ
ま
い
と
云
う
事
だ
。
何
し
ろ
悪
い
陽
気
だ
。

　
　
　
　
　
（
二
）

　
佳
い
塩
梅
に
、
覘



っ
て
来
た
招
牌
の
蔭
に
、
立
籠
っ
て
、
辰
公
は
、
ラ
ジ
オ
を
享
楽
し
て
居
る
。

「
講
座
」
は
閉
口





る
。
利

益

に
は
成
る
の
だ
ろ
う
が
、
七
六





ツ
か
し
く
て
、
聞
く
の
に
草
臥





れ
る
。
其
処
へ
行

く
と
、
「
ニ
ュ
ー
ス
」
は
素
敵
だ
。
何
し
ろ
新
材
料









と
云
う
所



で
、
近
所
の
年
寄
や
仲
間
に
話
し
て
聞
か
せ
る

と
辰
公
は
物
識





り
だ
と
尊

て
ら
れ
る
。
迚
も
重

宝







な
物
だ
が
、
生
憎






、
今
夜
は
余
り
材

料

が
無
い
。
矢
ッ
張

り
寒
い
所
為
で
、
世
間
一
統
、
亀
手





ん
で
居
る
ん
だ
ナ
と
思
う
。
今
夜
は
後
席
に
、
重
友






の
神
崎
與
五
郎










の
一

席
、
之
で
埋
合
せ
が
つ
く
か
ら
好
い
…
…

　
と
、
ヒ
ョ
イ
ッ
と
見
る
と
向
側
の
足

袋

屋

の
露
地
の
奥
か
ら
、
変
な
も
の
が
、
ム
ク
ム
ク
と
昂



る
。
ア
ッ
、

烟


だ
。
火
事
だ
ッ
と
感
じ
た
か
ら
「
火
事
ら
し
い
ぞ
ッ
」
と
、
後
に
声
を
残
し
て
、
一
足
飛
に
往
来
を
突
切
り
、

足
袋
屋
の
露
地
へ
飛
込
ん
だ
。
烟
い
烟
い
。

　
右
側
の
長
屋
の
三
軒
目
、
出
窓
の
格
子
か
ら
、
ド
ス
黒
い
烟
が
猛
烈
に
吹
き
出
し
て
る
。
家
の
内
か
ら
、
何

か
咆



る
如



な
声
が
し
た
。
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火
事
だ
ア
ッ
と
怒
鳴
る
か
、
怒
鳴
ら
ぬ
に
、
蜂
の
巣
を
突
つ
い
た
様
な
騒
ぎ
で
、
近
所
合
壁
は
一
瞬
時
に
、

修
羅
の
巷





と
化
し
て
了



っ
た
。

　
悲
鳴
、
叱
呼





、
絶
叫
、
怒
罵
と
、
衝
突
、
破
砕





、
弾
け
る
響
、
災
の
吼



る
音
。
有



ゆ
る
騒
音
の
佃
煮






。

　
所
謂






バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
仮
普
請







が
、
如

何

に
火
の
廻
り
が
早
い
も
の
か
、
一
寸






想
像
が
つ
か
ぬ
。
統
計
に
よ

る
と
、
一
戸
平
均
一
分
間
位
だ
相
な
。
元
来






、
木
ッ
端
細
工
で
、
好

個

焚
付
け
に
な
る
上
に
、
屋
根
が
生
子
板

で
、
火
が
上
へ
抜
け
ぬ
の
で
、
横
へ
横
へ
と
匍
う
か
ら
だ
ろ
う
。

　
小

火

で
済
め
ば
、
発
見
者
と
し
て
、
辰
公
の
鼻
も
高
か
っ
た
の
に
、
生
憎
、
統
々
本
物
に
な
っ
た
許



り
に
、

彼
に
と
っ
て
も
、
迷
惑
な
事
に
な
っ
て
了
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
三
）

　
三
軒
長
屋
を
四
棟
焼
い
て
、
鎮
火
は
仕
た
が
、
椿
事





突
発
で
、
騒
は
深
刻
に
な
っ
て
来
た
。

　
辰
公
の
見
た
の
が
、
右
側
の
三
軒
目
で
、
其
処
に
は
勝
次
郎







と
云
う
料
理
職
人
の
夫
婦
が
、
小
一
年
棲
ん
で

居
る
。
火
が
出
る
と
、
間
も
無
く
近
所
に
居
た
と
云
う
、
亭
主
の
勝
次
郎
は
、
駆
け
つ
け
て
来
た
が
、
細
君






の

お
時
の
姿
が
見
え
な
い
。
こ
と
に
依
る
と
焼
け
死
に
は
せ
ぬ
か
と
、
警
察
署
の
命
令
で
、
未
だ
鎮

火

り
も
切
ら

ぬ
灰

燼

を
掻

い
て
行
く
と
、
恰
度
、
六
畳
の
居
間
と
勝
手
の
境
目
に
当
る
所
に
、
俯
向





け
に
成
っ
た
、
女
の
身

体
が
半
焦
げ
に
焼
け
て
出
て
来
た
。
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焼
け
膨
れ
て
、
黒
く
成
っ
て
、
相
好
は
変
っ
て
居
る
が
、
十
目
の
視
る
所
、
お
時
に
相
違
は
無
か
っ
た
。
然

し
其
屍
体
の
頸



に﹅
は﹅
手﹅
拭﹅
が﹅
キ﹅
リ﹅
リ﹅
と﹅
巻﹅
き﹅
付﹅
い﹅
て﹅
、
強﹅
く﹅
強﹅
く﹅
、
膨﹅
れ﹅
た﹅
頸﹅
に﹅
喰﹅
い﹅
込﹅
ん﹅
で﹅
居﹅
る﹅
、
掘
り
出

し
た
者
が
、
ア
ッ
と
、
思
わ
ず
抛



り
出
し
た
も
無
理
は
な
い
。

　
事
件
は
急
に
重
大
に
成
っ
て
、
署
や
検
事
局
へ
電
話
、
急
使
が
飛
ぶ
。

　
亭
主
の
勝
次
郎
は
、
早
速
拘
引
さ
れ
る
。
後
の
、
近
所
の
噂
は
尾
鰭





が
付
い
て
、
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
だ
。
足
袋

屋
の
主
人





は
、
其
長
屋
の
家
主
な
の
で
、
一
応
調
べ
の
上
、
留
め
置
か
れ
た
。
辰
公
の
参
考
人
と
し
て
取
調
べ

ら
れ
た
の
は
申
す
迄



も
無
い
。

　
　
　
　
　
（
四
）

　
大
家
さ
ん
の
足
袋
屋
の
主
人
の
陳

述







は
次
の
如
う
だ
。

　
火
元
の
勝
次
郎
夫
婦
は
、
十
月
程
前
に
、
芝
の
方
か
ら
越
し
て
来
た
。
勝
次
郎
は
、
料
理
屋
の
板
前
で
、
以

前

、
新
橋
の
Ｋ
…
…
で
叩
き
上
げ
た
技

倆

だ
と
、
自
慢
し
て
る
丈
の
事
は
有
っ
て
、
年
は
二
十
八
だ
が
、
相
応

に
庖
丁
も
効
き
、
つ
い
此
間
迄
は
、
浅
草
の
、
好
く
流
行
る
二
流
所
の
割

烹







の
板
前
だ
っ
た
。
只
、
一
体
が

穏
当






で
な
い
性

質

の
処
へ
、
料
理
人
に
殆



ん
ど
共
通
な
、
慢
心
ッ
気
が
手
伝
っ
て
到
る
所
で
衝
突
し
て
は
飛
出

す
、
一
つ
所
に
落
着
け
ず
、
所
々
方
々
を
渉



り
歩
い
た
も
の
だ
。
現
に
、
浅
草
の
方
も
、
下
廻
り
や
女
中
に
、

小
ッ
非
道
く
当
る
上
に
、
其
所
の
十
二
三
に
な
る
娘
分
の
児
を
蹴
ッ
飛
ば
し
た
と
か
で
、
主
人
が
カ
ン
カ
ン
に
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怒
る
と
、
反
対






に
、
出
刃
を
振
廻
し
た
と
か
、
振
廻
さ
ぬ
と
か
で
、
結
局
失

業

に
な
っ
て
此
方
、
ブ
ラ
ブ
ラ
し

て
居
る
。
酒
も
タ
チ
が
善
く
な
い
方
で
、
道
楽
も
可
成
り
だ
そ
う
な
。
細
君
は
二
つ
下
の
二
十
六
で
大
柄
な
女

で
、
縹
緻






は
中
位
だ
が
、
よ
く
働
く
質



だ
。
お
針
も
出
来
る
し
、
繰
廻
し
も
よ
く
や
っ
て
居
た
。
三
年
越
し
同



棲


に
成
っ
て
来
た
と
云
う
が
、
苦
味
走
っ
た
男
振
り
も
、
変
な
話
だ
が
、
邪
慳






に
さ
れ
る
所
へ
、
細
君
の
方
が

打
ち
込
ん
で
、
随
分
乱
暴
で
、
他

所

目

に
も
非
道
い
と
思
う
事
を
為
る
が
、
何

様

に
か
治
ま
っ
て
来
た
。
只
、

勝
次
郎
が
、
可
成
盛
に
漁
色





る
の
で
、
之
が
原

因

で
始
終
中








争
論






の
絶
え
間
が
無
い
。
時
々
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起

し
て
、
近
所
の
迷
惑
に
も
な
る
。

「
何
し
ろ
十
月
許
り
で
、
も
う
店
賃






は
三
つ
も
溜
め
ち
ま
う
。
震
災
後
、
無
理
算
段
で
建
て
た
長
屋
は
焼
か
れ

る
、
類
焼
者
に
は
、
敷
金
を
一
時
に
返
さ
に
ゃ
な
ら
ず
。
夫
に
火
災
保
険
が
、
先
々
月
で
切
れ
て
居
た
の
で
す
」

　
と
足
袋
屋
の
主
人
、
ベ
ソ
を
か
い
て
零
し
た
。

　
壁
一
重
隣
り
に
住
ん
で
居
た
、
類
焼
者







の
、
電
気
局
の
勤
め
人
の
云
う
に
は
、

「
細
君
は
悪
い
人
じ
ゃ
な
い
が
、
挨
拶
の
余
り
好
く
無
い
人
で
、
虚
栄
坊









の
方
だ
。
夫
婦
喧
嘩
は
、
始
終
の
事

で
珍
し
く
も
無
い
が
、
殊
更






此
頃
亭
主
が
清
元
の
稽
古
に
往
く
師
匠
の
延
津





○
と
か
い
う
女



と
可
笑





い
と
か
で

盛
に
嫉
妬






を
焼
い
て
は
、
揚
句
が
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
作
で
、
痙
攣





け
る
。
斯

様

な
る
と
、
男
で
も
独
り
で
は
、

方
返
し
が
つ
か
な
い
の
で
、
此
方
へ
お
手
伝
御
用
を
仰



せ
付
か
る
。

　
火
の
出
る
二
三
十
分
前
に
も
、
亦



烈


し
く
始
ま
っ
た
が
、
妙
に
パ
ッ
タ
リ
鎮
ま
っ
た
と
は
思
っ
て
居
ま
し
た
。

　
夫
に
、
又
聴
き
だ
か
ら
、
詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
慥



か
去
年
の
暮
、
お﹅
時﹅
さ﹅
ん﹅
に﹅
生﹅
命﹅
保﹅
険﹅
を﹅
つ﹅
け﹅
た﹅
ッ
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て
事
で
す
」

　
署
長
の
睨
ん
だ
の
が
、
亭
主
の
勝
次
郎
だ
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
其
調
べ
が
、
寸
分
の
弛





も
な
く
、

厳
重
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
勿
論
だ
。

　
勝
次
郎
は
、
中
肉
、
寧
ろ
ノ
ッ
ポ
の
方
で
、
眼
付
き
は
剛



い
が
、
鼻
の
高
い
、
浅
黒
い
貌



の
、
女
好
き
の
す

る
顔
だ
っ
た
。

　
声
は
少
し
錆



の
あ
る
高
調
子
で
、
訛





の
な
い
東
京
弁
だ
っ
た
。
か
な
り
、
辛
辣






な
取
調
べ
に
対
し
て
、
色
は

蒼
白





め
な
が
ら
も
、
割
合
に
冷
静
に
、
平
気
ら
し
く
答
弁
す
る
の
が
、
復



、
署
長
を
苛
立





た
せ
た
。

「
此
奴
中
々
図
々
し
い
ぞ
、
何
か
前
科
が
あ
り
相
だ
。
早
速
取
調
べ
さ
せ
よ
う
」

　
と
署
長
は
考
え
た
。

　
然



し
本
人
の
答
弁
は
、
キ
ッ
パ
リ
し
て
居
た
。

「
お
時
を
ド
ウ
す
る
な
ん
て
事
は
、
断
じ
て
有
り
ま
せ
ん
し
、
そ
ん
な
事
は
考
え
た
事
も
有
り
ま
せ
ん
。

　
夫
れ
ァ
、
喧
嘩
も
仕
ま
し
た
、
常
平
生








、
余
り
従
順





し
く
無
い
奴
で
、
チ
ッ
ト
は
厭
気
の
さ
さ
な
い
こ
と
も

無
か
っ
た
ん
で
す
。
何
し
ろ
、
嫉
妬
焼
き
で
、
清
元
の
師
匠
と
、
変
だ
な
ん
て
言
い
が
か
り
を
為
る
の
が
余
り

拗


い
の
で
、
今
夜
も
殴

り
倒
し
て
遣
り
ま
し
た
。
一
体
、
今
夜
は
、
大
師
匠
（
延
津
○
の
師
匠
喜
知
太
夫











）
が
、

ラ
ジ
オ
で
、
『
三
千
歳









』
を
放
送
す
る
と
云
う
ん
だ
し
、
丁
度
今
、
夫
れ
を
習
っ
て
居
る
ん
だ
か
ら
、
聞
き
外



し
ち
ゃ
大
変
だ
、
師
匠
を
誘
っ
て
、
何

時

も
の
、
砂
糖
問
屋
の
越
前
屋
さ
ん
へ
行
く
こ
と
に
し
て
あ
る
と
話
す

と
、
今
度
ァ
越
前
屋
の
出
戻
り
の
娘
さ
ん
も
、
清
元
の
相
弟
子
だ
か
ら
、
怪
し
い
と
、
ヤ
に
因
縁
を
付
け
て
嫉
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妬
立
て
る
し
、
今
夜
は
、
咽



ッ
風
邪
で
熱
が
あ
っ
て
苦
し
い
の
だ
か
ら
、
家
に
居
て
看
病
し
て
呉
れ
る
位
の
真

情

が
有
り
そ
う
な
も
の
だ
と
か
厭
味
ら
し
く
抜
か
す
。
締
め
よ
う
と
す
る
帯
を
、
引
奪






っ
た
か
ら
此
方
も
カ
ッ

と
し
て
殴
り
倒
し
て
大
急
ぎ
で
飛
出
し
て
、
直
に
越
前
屋
へ
行
き
ま
し
た
。
エ
エ
、
火
事
だ
と
言
わ
れ
た
時
に

は
、
越
前
屋
で
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
た
の
で
す
。
決
し
て
間
違
っ
た
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
。
其
手
拭
は
、
確
に
自

宅

の
で
す
。
出
掛
る
前
に
は
何
処
に
あ
っ
た
か
、
覚
え
は
在
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
は
去
年
の
暮
に
、
以
前
横
浜
で
懇
意
に
し
て
居
た
男
が
、
勧
誘
員
に
な
っ
て
訪
ね
て
来
て
、
強

っ
て
這

入
れ
と
勧
め
る
か
ら
、
両
人
共







加

入

り
ま
し
た
、
其
時
、
細
君





が
、
保
険
を
つ
け
る
と
殺
さ
れ
る
事
が
あ
る
と

言
っ
た
の
が
原

因

で
、
大
喧
嘩
を
し
て
、
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
其
手
拭
は
、
浅
草
の
今
○
の
で
二
三
本
あ
る
筈
で
す
」

　
是
非
共
、
要
領
を
得
よ
う
と
、
署
長
は
か
な
り
骨
を
折
っ
て
、
多
少
高
圧
的
に
詰
問
も
し
た
が
、
ど
う
も
手

答
が
無
い
。

　
其
処
へ
、
検
事
局
か
ら
、
山
井





検
事
が
、
書
記
を
連
れ
て
、
出
張
し
て
来
た
。

　
　
　
　
　
（
五
）

　
中
肉
中
背
、
濃
い
眉
毛
と
少
し
大
き
過
ぎ
る
締
っ
た
口
の
外
に
は
特
長
の
な
い
、
眼
鏡
も
髯



も
な
く
、
毬
栗






頭
で
、
黒
の
背
広
に
鼠

色

の
ネ
ク
タ
イ
と
い
う
、
誠
に
平
凡
な
外
貌





の
山
井
検
事
が
、
大
兵
肥
満
で
、
ガ
ッ
シ
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リ
し
た
、
実
行
力
に
富
む
署
長
と
、
相
対
し
た
時
に
は
、
佳
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
為
し
た
。

　
此
年
若
な
、
見
立
て
の
な
い
青
年
検
事
を
向
う
に
立
て
た
時
、
署
長
は
思
っ
た
。
役
目
の
手
前
だ
、
拠

無








い
。
斯
様
な
青
二
歳
に
何
が
判
る
か
マ
ア
此
方
で
御
膳
立
て
を
し
て
や
る
か
ら
、
待
ち
な
さ
い
。
斯
様
な
場
合

に
い
く
つ
も
い
く
つ
も
ぶ
ッ
突
か
っ
て
修
業
を
し
て
か
ら
、
初
め
て
物
に
な
る
ん
だ
ヨ
と
。

　
腹
の
中
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
居
る
の
を
、
当
の
相
手
の
検
事
は
知
ろ
う
筈
が
な
い
。
署
長
と
警
部
の

調
査
報
告
を
、
平
凡
な
顔
で
謹
聴
し
て
、
一
句
も
洩
さ
ず
頭
に
入
れ
る
。
所
々
で
、
ハ
ア
ハ
ア
と
謙
遜
な
相
の

手
を
挟
ん
だ
。

　
報
告
が
、
一
と
通
り
済
む
と
、
夫
で
は
現
場
へ
廻
り
ま
し
ょ
う
と
座
を
立
っ
た
。

　
屍
体
を
巨
細





に
視
た
上
、
煤
け
た
部
分
を
払
わ
せ
て
、
熟
々






と
眺
め
て
居
た
山
井
検
事
は
、
更
に
頸
の
部
分
、

手
拭
の
巻
き
つ
け
て
あ
る
工
合
や
、
頸
に
喰
い
込
ん
で
る
有
様
等
、
詳
細
に
観
察
し
た
後
、
二
三
の
質
問
を
、

警
察
医
に
発
し
た
。
次
に
現
場
の
踏
査
に
移
り
、
慎
重
に
視
察
し
た
揚
句
、
署
長
に
そ
う
言
っ
て
屍
体
の
あ
っ

た
周
囲





二
メ
ー
ト
ル
平
方
の
広
袤





を
、
充
分
に
灰
を
篩



わ
せ
た
。

「
此
屍
体
は
、
大
学
へ
送
っ
て
解
剖
に
附
す
る
こ
と
に
仕
ま
し
ょ
う
。
何



れ
明
日
に
廻
り
ま
し
ょ
う
ナ
」

　
署
長
の
井
澤





さ
ん
は
得
々
然




し

て
、

「
マ
ア
此
事
件
も
大
事






に
な
ら
ず
に
済
み
相
で
す
ネ
、
犯
人
が
、
手
拭
が
自
宅
の
物
だ
と
自
白
は
し
て
居
る
し

…
…
」

「
井
澤
さ
ん
、
大
事
に
な
ら
ず
に
済
み
相
だ
事
は
私
も
同
感
で
す
が
、
犯﹅
人﹅
と
か
自﹅
白﹅
と
か
云
う
の
は
如
何
で
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す
か
。
夫
れ
は
此
焼
け
た
屍
体
が
、
他
殺
だ
と
決
っ
た
場
合
で
し
ょ
う
、
今
で
は
、
勝﹅
次﹅
郎﹅
が﹅
承﹅
認﹅
し
た
と
云

う
べ
き
で
し
ょ
う
」

「
エ
ッ
之
が
他
殺
じ
ゃ
無
い
か
も
知
れ
ん
と
云
わ
れ
ま
す
か
？
」

「
確
定
は
解
剖
の
結
果
に
俟

た
な
く
て
は
成
ら
な
い
が
、
今
私
一
個
の
推
定






で
は
、
他
殺
で
は
無
さ
相
で
す
」

「
ジ
ャ
自
殺
で
す
か
」

「
自
殺
と
も
思
い
ま
せ
ん
」

「
そ
、
そ
ん
な
、
之
丈
証
拠
が
揃
っ
て
…
…
」

「
イ
エ
、
小
生





は
他﹅
殺﹅
で﹅
も﹅
な﹅
く﹅
自﹅
殺﹅
で﹅
も﹅
無﹅
い﹅
、
変
死
と
思
い
ま
す
、
過
失
の
為
の
火
傷
死
で
し
ょ
う
。

　
小
生
の
左

様

考
え
る
訳
は
、
屍
体
は
煤
や
灰
で
、
ひ
ど
く
汚
れ
て
居
る
が
、
之
を
綺
麗
に
払

拭

っ
て
視
る
と
、

肌
の
色
が
、
屍
体
と
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
、
鮮

紅

色

が
か
っ
て
紅

光

灼



と
し
て
居
る
こ
と
だ
。

　
色
合
の
佳
い
屍
体
を
視
た
ら
、
先
ず
チ
ャ
ン
化
合
物
中
毒
か
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
考
え
ろ
と
、
法
医
学
は

教
え
て
居
ま
す
。
烟
に
ま
か
れ
て
死
ぬ
の
は
、
不
完
全
燃
焼
で
出
来
る
一
酸
化
炭
素
を
、
肺﹅
に﹅
吸﹅
込﹅
ん﹅
で﹅
其
中

毒
で
死
ぬ
の
で
、
已



に
呼

吸

の
無
い
屍
体
を
、
烟
や
火
の
中
に
抛
り
込
ん
で
も
、
此
中
毒
は
起
し
ま
せ
ん
。

　
尚



、
其
外
に
、
俯
向






に
な
っ
て
居
る
上
面
、
即
ち
背
中
や
腰
の
部
分
に
、
火
傷
で
剥

け
た
所
が
あ
り
ま
す
ネ
、

其
地
肌
に
暗
褐
色
の
網
目
形
が
見
え
ま
す
。
之
は
小
血
管
に
血﹅
が﹅
充﹅
ち﹅
た﹅
儘﹅
で﹅
焼﹅
け﹅
固﹅
ま﹅
っ﹅
た﹅
結
果
で
す
、
屍

体
の
焼
け
た
の
で
は
、
血
の
下

方

に
降

沈

っ
た
面
に
は
、
有
り
ま
す
が
、
上
ッ
面
に
は
生

き
な
い
相
で
す
。

　
私
の
推
察
が
当
っ
て
る
と
す
れ
ば
明
日
の
解
剖
で
は
、
多
分
、
血
液



は
鮮
か
な
紅
色
で
凝
固
る
性
質
を
失
っ
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て
居
る
上
に
、
一
番
素
人
に
も
判
る
の
は
、
肺﹅
の﹅
中﹅
に﹅
煤﹅
を﹅
吸﹅
い﹅
込﹅
ん﹅
で﹅
居﹅
る﹅
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

　
黙
っ
て
聴
い
て
居
た
署
長
は
腹
の
中
で
は
、
セ
セ
ラ
笑
っ
た
。
本﹅
草﹅
の﹅
通﹅
り﹅
代﹅
脉﹅
喋﹅
舌﹅
る﹅
な﹅
り﹅
、
何
が
ァ
、

本
に
書
い
て
あ
る
通
り
に
事
実
が
出
遇
っ
て
呉
れ
る
な
ら
世
話
は
無
い
。
第
一
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ

見
た
い
に
お
話
を
さ
れ
る
の
が
癪





に
障



っ
て
溜
ら
ぬ
。

「
確
か
に
自
宅
で
使

用

っ
て
居
る
手
拭
で
頸
を
強
く
締
め
て
深
く
喰
い
込
ん
で
居
て
も
、
未
だ
他
殺
で
無
い
と

言
わ
れ
ま
す
か
」

　
確
か
に
痛
い
所
へ
命

中

え
た
ろ
う
と
見
る
と
、
検
事
は
案
外
平
気
な
顔
で
、

「
私
は
、
確
か
に
自﹅
宅﹅
で﹅
使﹅
っ﹅
て﹅
る﹅
手﹅
拭﹅
だ﹅
と
判
っ
て
る
の
で
安
心
し
た
の
で
す
。
之
が
他

家

の
で
は
又
別
に

考
え
直
さ
な
け
り
ゃ
な
り
ま
せ
ん
。

　
あ
の
手
拭
が
頸
に
纏



い
就
い
て
る
有
様





を
巨

細

視
て
下
さ
い
。
あ
の
手
拭
は
交﹅
叉﹅
し﹅
て﹅
括﹅
っ﹅
て﹅
は﹅
無﹅
い﹅
。
端

か
ら
グ
ル
グ
ル
巻
き
付
け
た
形
に
な
っ
て
ま
す
。
活

き
て
る
内
は
締
ま
っ
て
居
ず
、
死
ん
で
か
ら
締
っ
て
来
て
、

喰
い
込
ん
で
来
た
の
で
す
。
換
言






え
ば
軽
く
頸
に
巻
き
つ
け
て
置
い
た
手
拭
は
、
其
儘
で
、
頸
の
方
が
火
膨
れ

に
膨
れ
て
、
容

積

が
増
し
た
か
ら
、
手
拭
が
深
く
喰
い
込
ん
だ
の
で
す
。
創

国

時

の
ア
メ
リ
カ
人
が
蛮
民
だ
、

人
道
の
敵
だ
と
目
の
敵
に
し
て
、
滅
し
て
了
っ
た
ア
メ
リ
カ
印
度
人







は
、
其
実
、
平
和
の
土
着
民
で
白
人
こ
そ
、

侵
略
的
で
人
道
の
敵
だ
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

　
手
拭
は
自
宅
の
物
で
宜
し
い
、
咽
ッ
風
邪
で
、
咽
喉
が
痛
む
か
ら
、
有
り
合
せ
の
手
拭
を
水
で
絞
っ
て
、
湿

布
繃
帯
を
し
た
の
で
し
ょ
う
」
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「
然
し
ネ
勝
次
郎
が
邪
魔
払
い
な
り
、
保
険
金
な
り
の
為
に
絞
め
殺
し
て
、
直
に
放
火
し
て
、
大
急
ぎ
で
越
前

屋
迄
往
っ
て
、
何
喰
わ
ぬ
顔
し
て
居
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
」

「
夫
れ
は
、
考
え
は
何

の
様
に
も
出
来
る
が
、
事
実
と
シ
ッ
ク
リ
合
う
か
否
か
ネ
、
次
に
時
刻
と
い
う
こ
と
が

大
事
の
問
題
に
な
り
ま
す
ネ
」

　
此
時
焼
跡
か
ら
帰
っ
て
来
た
巡
査
部
長
が
白
い
布



の
上
に
拡
げ
た
焼
け
残
り
の
ガ
ラ
ク
タ
の
中
に
、
歪



ん
だ
、

吸
入
器
の
破
片
が
あ
っ
た
。

「
想
像
で
す
が
、
喧
嘩
を
し
て
夫
は
飛
出
す
。
熱
は
あ
る
、
咽
は
い
た
む
。
湿
布
を
ま
い
て
吸
入
を
か
け
て
居

な
が
ら
色
々
思
い
廻
し
て
見
る
と
口
惜
し
く
心
細
く
な
っ
て
来
る
。
昔
の
癪
、
今
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
作
を
起

し
て
痙
攣
け
る
。
前
後
不
覚
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
蹴
飛
ば
す
。
其
内
に
燃
え
移
っ
た
火
や
烟
に
責
め
ら
れ
て
、
初

め
て
吾
れ
に
返
っ
て
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
寒
い
晩
で
戸
が
閉
じ
て
あ
っ
て
出
ら
れ
ず
に
、
死
ん
だ
と
す
る
。

　
吸
入
器
か
ら
火
事
を
出
す
こ
と
は
随
分
多
く
、
病
院
で
は
殊



に
之
れ
に
注
意
を
払
う
習
慣
だ
そ
う
で
す
。

　
要
之





、
火
を
出
し
た
時
は
当
人
は
活﹅
き﹅
て﹅
い﹅
て﹅
然﹅
も﹅
動﹅
け﹅
な﹅
か﹅
っ﹅
た﹅
の
で
す
。
活
き
て
居
て
初
め
か
ら
動
け

れ
ば
直
に
逃
げ
る
訳
で
し
ょ
う
。
ア
、
砂
糖
問
屋
の
者
を
呼
込
ん
で
下
さ
い
」

　
　
　
　
　
（
六
）

　
越
前
屋
の
二
番
番
頭
が
始
終
の
様
子
を
知
っ
て
居
る
と
い
う
の
で
出
頭
し
た
。
二
十
五
六
の
小
粋
な
男
だ
。
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「
ヘ
イ
、
今
夜
は
勝
次
郎
さ
ん
は
何
を
置
い
て
も
喜
知
太
夫
の
三
千
歳
は
聞
き
に
来
る
筈
だ
、
気
早
な
の
に
似

合
わ
ず
大
分
遅
い
と
話
し
て
た
ら
演
芸
放
送
に
移
る
と
間
も
な
く
来
ま
し
た
。
最
初
は
、
吉
住
小
三
治
の
越
後

獅
子
で
し
た
が
、
中
途
だ
っ
た
か
ら
挨
拶
も
し
ま
せ
ん
し
確
な
時
刻
は
判
り
ま
せ
ん
」

　
今
度
は
辰
公
が
訊
問
さ
れ
た
。
初
め
は
発
見
者
だ
か
ら
定
め
し
賞
め
て
呉
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
た
の
に
、

警
官
が
大
分
高
飛
車
に
出
た
の
で
大
に
感
情
を
害
し
て
プ
リ
プ
リ
し
て
居
た
。

「
君
は
烟
の
出
る
窓
の
中
で
、
咆



り
声
を
聞
い
た
相
だ
が
確
か
ネ
」

「
人
間
だ
か
猫
だ
か
判
ら
な
い
が
、
兎
に
角
咆
り
声
を
二
度
迄
は
聞
き
ま
し
た
」

「
初
め
て
烟
を
見
付
け
た
時
刻
は
何
時
何
分
だ
ネ
」

「
時
計
を
持
っ
て
居
無
い
ん
で
…
…
」

「
時
計
が
無
く
て
も
判
る
だ
ろ
う
が
」

「
夫
れ
ァ
貴
官





無
理
で
す
ぜ
、
火
事
を
見
付
け
て
、
時
計
を
見
て
か
ら
怒
鳴
る
な
ん
て
、
其
様
箆
棒






な
話
ァ
あ

り
ゃ
し
ま
せ
ん
。
働
い
て
か
ら
、
紙
屋
さ
ん
の
時
計
を
見
た
ら
九
時
過
で
し
た
ヨ
。
別
な
話
だ
け
れ
ど
震
災
の

時
だ
っ
て
、
十
一
時
五
十
八
分
テ
事
ァ
後
で
、
止
っ
た
時
計
を
見
た
り
、
人
に
聞
い
た
り
し
た
の
で
、
一
人
だ

っ
て
グ
ラ
グ
ラ
ッ
、
ハ
ハ
ア
五
十
八
分
か
な
ん
て
奴
は
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
仮
令





時
計
を
見
た
っ
て
三
十
分

も
四
十
分
も
違
っ
て
る
の
が
沢

山

だ
か
ら
駄
目
で
す
ヨ
」

「
宜
し
い
。
井
澤
さ
ん
、
此
男
の
言
う
通
り
実
際
我
国
で
は
、
時
刻
の
判
然






し
な
い
の
に
は
困
り
ま
す
ネ
、
西

洋
で
は
五
分
の
違
い
で
有
罪
と
無
罪
と
分
れ
た
と
い
う
実
例
も
あ
り
ま
す
が
、
左
様
は
我
国
で
は
参
り
ま
せ
ん
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ネ
、
曾



に
一
高
の
教
授
が
、
曙
町
の
自
宅
か
ら
学
校
迄
の
間
の
人
家
の
時
計
を
、
二
百
六
十
と
か
覗
い
て
見
た

が
、
正
確
な
時
刻
を
示
し
て
る
の
が
、
五
ツ
だ
っ
た
、
其
上
学
校
の
時
計
台
の
時
計
が
、
正
に
二
分
遅
れ
て
居

た
相
だ
。
口
の
よ
く
な
い
外
国
人
が
「
日
本
に
は
時﹅
計﹅
は﹅
あ﹅
る﹅
が﹅
時﹅
が﹅
無﹅
い﹅
」
と
云
っ
た
相
だ
。
時
の
会
の
宣

伝
も
中
々
骨
が
…
…

　
ウ
ン
君
は
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
た
相
だ
が
、
何
を
聞
い
て
居
た
ネ
」

「
何
ん
で
も
越
後
獅
子
て
云
う
ん
だ
が
、
彼
れ
は
ネ
、
私
の
国
で
は
、
蒲
原






獅
子
と
云
い
ま
す
ヨ
」

「
ウ
ン
蒲
原
獅
子
か
、
面
白
い
ネ
。
其
の
何
所
ン
所
だ
っ
た
、
覚
え
て
無
い
か
ネ
」

「
何
処
っ
て
云
わ
れ
て
も
困
る
ナ
、
浪
花
節
な
ら
大
概
判
る
ん
だ
が
、
モ
一
度
聞
け
ば
判
る
ん
だ
が
…
…
」

「
井
澤
さ
ん
楽
器
店
か
ら
蓄
音
機
と
越
後
獅
子
の
レ
コ
ー
ド
を
取
り
寄
せ
て
下
さ
い
。
其
の
来
る
迄
、
次
の
室

に
控
え
さ
せ
て
置
い
て
、
モ
一
度
越
前
屋
の
番
頭
を
調
べ
た
い
の
で
す
」

　
越
前
屋
の
番
頭
の
証
明
に
よ
れ
ば
勝
次
郎
は
長
唄
が
始
ま
る
と
直
ぐ
来
た
ら
し
い
が
判
然
し
な
い
。
只
、
確

に
憶
え
て
居
る
の
は
、
勝
次
郎
は
清
元
を
や
る
丈
あ
っ
て
長
唄
も
多
少
は
耳
が
あ
る
様
子
で
、

「
小
三
治
さ
ん
は
旨



く
な
っ
た
ネ
。
今
の
己



が
姿
を
花
と
見
て
と
い
う
所
の
見﹅
を
ズ
ッ
と
下
げ
て
、
て
エ
エ
を

高
く
行
く
所
な
ぞ
箔
屋
町
（
小
三
郎
）
生
き
写
し
だ
」
と
評
し
た
の
を
覚
え
て
居
る
と
申
立
て
た
。

　
間
も
な
く
蓄
音
機
が
持
込
ま
れ
小
三
郎
吹
込
み
の
越
後
獅
子
が
始
ま
っ
た
。
一
生
懸
命
聞
い
て
居
た
辰
公
、

「
う
つ
や
太
鼓
」
か
ら
「
己
が
姿
」
の
件
が
夙



に
済
ん
で
「
俺

等

が
女
房
を
賞
め
る
じ
ゃ
無
い
が
」

に
来
た
時
、
ア
、
其
処
で
す
其
処
で
す
と
怒
鳴
っ
た
。
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門
並
に
延
寿
の
話



る
や
か
ま
し
さ
　
　
　
　
　
（
主
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
二
六
年
十
二
月
）
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